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要 旨
本稿では、インド・ゴア州における場所イメージの構築と観光の関連性を検討する。1961年にポル トガ
ルから解放されて後、ゴアは観光産業に力を入れてきた。戦略として取られてきたのは、ポル トガルの
遺産である教会や修道院を売 りにした西洋的ゴア ・イメージの構築 である。しかし、その一方で近年の
ゴア政府の観光戦略には変化の兆しが見られる。ポル トガル植民地の遺産に加え、リゾー ト地としての
ゴアを強調するようになってきたのである。本稿の構成は以下のとお りである。まず、ポル トガル植民
地時代におけるゴアの表象のされ方を16世紀のヨーロッパ旅行者の視点から探る。次に、現代における
ゴア ・イメージの構築 の傾向性を探るために、インド映画に登場するゴアの描かれ方を検討する。最後
に、ゴア政府による近年の観光戦略の一環として、インド国際映画祭開催の経緯と現在の状況について
紹介する。この一連の作業により、現代の文化生産の諸相の一端を明らかにしたい。
1.は じめ に
インド・ゴア州は、亜大陸の西海岸、インド最大の都市ムンバイから約350キロメー トル南下し
たところにある。11月～2月 の観光シーズンには国内外を問わず多 くの観光客が集 まってくる。
これらの観光客がゴアに来るのは、インドの他の地域では不可能な 「贅沢な逃避」を味わうため
であるという。ゴアへのチャーター便の予約を提供 しているインターネットのサイ トの一つには、
「(北インドの)デ リーやジャイプルの喧騒とは異なる」という表現が使用されている')。更に、
このサイ トの紹介文は、「ゴアでは、古い植民地文化 とともに異国情緒に溢れたインド文化を体
験することができる」 と続いている。この 「植民地文化」 とは、ゴアを1961年まで451年間支配し
ていたポル トガル時代の遺産を指す。つまり、ゴアは西洋 と東洋を同時に併せ持つ場所であると
いうのだ。英国植民地支配下にあったインドの他地域一たとえばデリーやジャイプルー とは異な
る場所が、ゴアなのである。
欧米人のみならず、インド人観光客にとっても、ゴアは特別な場所である。インドの週刊誌の
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一つ 「アウ トルック」発行のガイ ドブックにおけるゴア紹介ページには、ポル トガル時代の遺産
であるパナジ市やオール ド・ゴアの教会が写真つきで大 きく紹介されている。インド人がゴアを
イメージする際の主要な構成要素が、ポル トガル的文化とキリス ト教の二つであることが分かる。
しかし、実際にキリス ト教徒がゴア州の人口に占める割合は、3割 を切っている。2001年度のセ
ンサスによれば、キリス ト教徒は26.7%であ り、ヒンドゥー教徒が65.8%に達 している。残 りの少
数が、イスラム教徒や仏教徒である。1542年までにポル トガル支配下に入ったため、キリス ト教
の影響力が強かった 「旧征服地」を出て周辺地域の 「新征服地」へ と向かうと、ヒンドゥー寺院
の数が増え、ポル トガル的ゴアの面影は姿を消 してしまう。確かに、インド全体でのキリス ト教
徒の割合が2.3%であることを考えるとゴアのキリス ト教徒人口はかなり多いといえる。 しかし、
近年は隣接するマハーラーシュ トラ州やカルナータカ州から仕事を求めてやってくる労働者の流
入により、キリス ト教徒がゴアに占める割合は毎年減少傾向にある。「キリス ト教徒のゴア」は
少数派になりつつあるというのが現状である。それにもかかわらず、ゴアがキリス ト教徒の場所
としてイメージされるのは、どうしてだろうか。ポル トガル人たちがゴアを去ってから既に40年
以上が経過 しているが、いまだに植民地の遺産は消えていないということなのだろうか。
近年、文化人類学は、特定の地域に留まらない文化のダイナミクスを研究対象 としている。 ヒ
ト・カネ ・情報 ・モノがグローバル ・レベルで行 き交 う現在では、これまでのように特定の地域
における人々の行為や現象を分析するだけでは捉えられない現象が生 じてきている。典型的な現
象のひとつ として、文化の雑種化が挙げられるだろう。山下[1999:6-7]が指摘するよう
に、日本における我々の日常生活の中でも様々な雑種化の形が見いだせる。彼がいうように現代
に生きる我々は、「中国製のシャツを着て、イン ドネシアでとれたエビを食べ、和洋折衷の家に
住んで」いるのだ。
確かに、文化の雑種化 ・混清は世界の様々な地域で進んでいる。だが、何 もかもが無闇矢鱈に
混ざり合 うというわけではない。そこには、文化を生 きる主体の取捨選択が関わってくる。この
ような状況を研究者が取 り扱 う場合、人々が自身の文化を 「客体化」 し、再生産していく過程、
文化のダイナミクスの過程を明らかにする必要がある。既に観光 という文脈において、地域の文
化がいかに再生産され、外部から訪れる人々に可視的に提示されるかについての研究が数多 く蓄
積 されている2>。これらの研究で指摘されているのは、当該社会の文化の担い手である主体の意
図に加え、外部からやって来る観光客の期待が、観光地の人々の自己認識を形成する上で大 きな
役割を果たす点である。観光は、異なる文化的背景を持つ人々が出会 う 「コンタク ト・ゾーン」
であり、ホス トとゲス トの相互作用の中で文化が形成されてい く3)。言葉を換えれば、ホス トは、
ゲス トの期待に応える過程で自身のアイデンティティを再確認する機会を与えられるのである。
ここで指摘 しておかなければならないのは、グローバ リゼーションが進行する過程で、ゲス トが
様々な 「外部」か ら観光地を訪れるようになったことである。ホス トは、自文化を発信する際に、
グローバル ・レベルでの自分の位置づけを考慮する必要に迫 られる。
本稿では、以上に述べた観光 という文脈における文化の生産と現地の人々の戦略を、筆者の調
査地であるゴアを事例 として考察してみたい。1961年にポル トガルから解放されて後、ゴアは観
光産業に力を入れてきた。その際に戦略として取 られてきたのは、ポル トガルの遺産である教会
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や修道院を売りにした西洋的ゴア ・イメージの構築である。総督府があったオール ド・ゴアの教
会や修道院は世界遺産に指定されており、観光 コースに組み込まれている。毎年2月 には、ポル
トガルをイメージしたカーニバルが開催 され、色 とりどりの山車が大通 りを練 り歩 く。 しかし、
その一方で近年のゴア政府の観光戦略には変化の兆 しが見られる。ポル トガル植民地の遺産に加
え、リゾー ト地としてのゴアを強調するようになってきたのである。
ここでは、ゴア側の意図だけではなく、「外部の人々」が ゴアに抱いているイメージとの問の
相互作用に重点を置いた分析を試みる。まず、ポル トガル植民地時代におけるゴアの表象のされ
方を16世紀のヨーロッパ人旅行者の視点から探る。キーワー ドとなるのは、「黄金のゴア」であ
る。その次に、現代におけるゴア ・イメージの構築の傾向性を探るために、インド映画に登場す
るゴアの描かれ方を検討する。問題 となるのは、植民地時代の視点と現代的視点の間にどのよう
な継続性 と差異があるのか、という点である。最後に、ゴア政府による近年の観光戦略の一環 と
して、インド国際映画祭開催の経緯 と現在の状況について紹介 したい。この一・連の作業により、
現代の文化生産の諸相の一端を明らかにできれば、と考える。
∬.ポ ル トガル支配 と 「黄金 のゴア」
ポル トガル王の命令 を受 け、ヴ ァス コ ・ダ ・ガマ率 いる船 隊が香辛料 とキ リス ト教徒 を求めて
イ ン ドにた どり着 いたのは1498年のこ とである。それか ら12年後 の1510年には、 アフ ォンソ ・ア
ルブケルケ率 いる軍隊が香辛料貿易 の拠 点を獲得す るために、 当時アデイル ・シ ャー王の支 配下
にあったゴア島を攻 撃 し、征服 した。ゴア島はアラ ビア海に大 きな河 口を開いて注 ぎ込むマ ン ド
ヴ ィ河 に面 してお り、海上交 易に非常 に適 した地理 的条件 を備 えていた。 ポル トガルは、マ ン ド
ヴ ィ河 を しば らく上流 に さかのぼった ところに位置 するオール ド ・ゴアに海洋帝 国の拠 点を建設
し、総督府 を設置 した。後 にこの地はポル トガル海洋帝 国の首都 となった。 オール ド ・ゴアは、
香辛料貿易 の拠 点だけではな く、東方へ のキ リス ト教布教 の中心地 になった。 多 くの宣教 師がポ
ル トガル人 とともに渡来 し、教会 と修 道院を建 設 し、 た とえばボ ン ・ジェズ教会 やス ・カセ ドラ
ルが現在 も17世紀 当時の姿 を とどめている。 日本 にキ リス ト教 を伝 えた聖フラ ンシスコ ・ザビエ
ル もゴアで しば らく時間を過 ごした後 に、 まず は南 イン ドで布教 を行い、後 に日本へ と向か った。
先 に述べ たボ ン ・ジェズ教会 には、彼 の遺体 が今 も眠ってお り、10年に一度、彼 の聖遺体 の公 開
が盛大 に執 り行 われる4)。
16世紀 半ばになる と強制 改宗 の動 きが始 ま り、ポル トガル政府 はカ トリック宣教 師たち と協力
し、現 地の ヒン ドゥー教徒 のキ リス ト教化 に努 めた。 ヒン ドゥー寺 院は破壊 され、改宗 を拒 んだ
人々は周辺 地域へ と逃 れていった。この結 果、現在 「旧征服地」 と呼ばれているゴア州 の中心部
バ ルデズ郡 、テ ィスワデ ィ郡 、ムルマガオ郡 、サルセテ郡 においては、教会 や修 道院が各地 に立
ち並 び、現在 で も毎 日曜 日には礼拝 が行 われている。
16世紀以 来、 ゴアは 「黄金 の ゴアGoaDourada」と呼 び習 わされて きた。キ ャロ ライ ン ・イ
フェカ[lfeka1985]は、 ゴアを訪 れた ヨーロ ッパ人 の様 々な書 き手が この イメー ジを再生産 し、
強化 して きた と論 じている。彼女 の指摘 で興 味深 いのは、 ヨーロ ッパ の旅 人の視 点か ら見 たゴァ
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が 「海」のイメージで語 られているという点である。たとえば、16世紀を生 きた詩人カモインス
は、ローマ時代からヴァスコ ・ダ ・ガマのインド航路発見に至るまでのポル トガルの歴史を題材
とした叙事詩 『ルジアダス』において、遠い異国の地ゴアに対する憧れを表現している。ゴアは、
海を越えてポル トガル人がようやく辿 り着いた豊かな土地として描かれている。
海の視点から見たとき、ゴアは外部から様々な人々が訪れ、交錯 し合 う場所 として立ち現れて
くる。1583年か ら5年間を大司教の書記としてゴアで過ごしたオランダ人のヤン ・ハイヘン ・ファ
ン ・リンスホーテンの 『東方案内記』には、オール ド・ゴアの市場の様子を描いた絵図が掲載さ
れている。市場ではアフリカから連れてこられた奴隷が売られ、アラビア産の馬、香辛料、乾燥
された薬、蘇合香、高価な布地など様々な品物が手に入ったとリンスホーテンは書いている。そ
れらの品物は、南インドのカンベイ、北西のシンド、ベンガル、中国など様 々な土地から運ばれ
てきた。絵図には、商人、奴隷、貴婦人などの姿が描かれている[Frank2001]。インドであり
ながら、外に向かって開かれ、インドでない土地がゴアなのだ。
カモインスやリンスホーテンが活躍 した16世紀半ばから現在まで450年以上が過ぎた。その間に
ゴアは様々な歴史的変遷を経験 してきた。16世紀後半からポル トガル海洋帝国は新興勢力のオラ
ンダや英国に押される形で力を失っていく5)。17世紀半ばに勃興 してきた現地勢力のマラータ王
国からの度々の攻撃や疫病の流行によりオール ド・ゴアは荒廃 した。1759年に総督府は現在の州
都パナジ市に移 された。18世紀末から19世紀初頭にかけて英国の保護領になるなど、周辺勢力の
脅威に晒されながらも、ポル トガルはゴア支配を続けた。20世紀に入ると、ゴアには大 きな変化
が幾つか起こった。一つ目は、ポル トガルが王制から共和制に移行 して信教の自由がゴアにも導
入 されたことである。キリス ト教が国教ではなくなった結果、それまでゴアの周辺地域である新
征服地に主に居住 していたヒンドゥー教徒に対する差別が軽減された。二つ目は、1947年に起こっ
た英領インドの分離独立である。インドの独立運動 と連動 してゴアの独立の闘士たちもポル トガ
ル支配からの脱却を目指したが、当時のポル トガルの独裁者サラザールの強硬な姿勢により、ゴ
アはポルトガル支配を受け続けることになった。三つ目は、インド軍がゴアに侵攻 し、1961年12月19
日にゴアを解放することで451年間続いたポル トガル支配がようやく終わりを告げたことである。
インドの一部となったゴアは、鉄鉱石採掘 とともに観光産業に力を入れていくことで発展 して
いった。近年は、国外からの観光客 とともにインドの他地域からの観光客 も増加 している。人々
がゴアに期待 しているのは、アラビア海沿いに連なる美 しい浜辺でゆったりと時間を過ごすこと
と、ポル トガルの遺産である教会や修道院の観光である。観光客はゴアをキリス ト教徒の場所 と
して認識 しているが、「はじめに」でも述べたように、実際の宗教別人口を確認すると6割以上を
ヒンドゥー教徒が占めてお り、キリス ト教徒は3割弱に過ぎない。上述 した16世紀の旅行者たち一
カモインスやリンスホーテンーが見たゴアのイメージが現在 も形を変えて再生産されているよう
である。この点については、次節で詳しく検討 していく。
皿.映画において表象されるゴァ
近年、ゴア政府は観光客の期待に沿ったイメージづ くりを率先 して行っている傾向にある。こ
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の原因 として、他 州、特 にゴア と同様 に美 しい ビーチを持 つケーララ州 との間での観光客争奪戦
の激化 を指摘す ることがで きる。 ゴアには先 に述べ た鉄鉱石採掘 以外 には核 となる産業 に乏 しく、
海岸沿 いに住む多 くの人々が観光産業に携 わっている。 これ らの人々にとって、観 光客 の増減 は、
死活 問題 である。 よって、政府 も観光客誘致 のために様 々な戦 略を取 る必要 に迫 られている。本
節 では、政府 の観光戦 略を検討 する前 に、戦 略の前提 となる観光客側 のゴア ・イメージを明 らか
にする。その際に、映画に表象 される 「ゴア」 の諸相 を分析 する。
近年 、イ ン ドにおける視覚 メデ ィアが人々の文化 的 自画像 を形成 する際に果 たす役割 が注 目さ
れ始 め、様 々な研究が進行 中である。 たとえば、2002年発行 のContributionstoIndianSociety誌
36巻1・2号 には、 カ レンダー上に描かれた絵画[Uberoi2002]、地図[Ramaswamy2002]、写
真[Fraitag2002]といった静止画か らビデオ[Brosius2002]、映画[Taylor2002]などの動 画
に至る まで、 イメー ジの流通が社会 に与 える影響 に関す る諸論文が掲載 された6)。アパ デュライ
[Appadurail996]が論 じているように、現代社会 における文化的 アイデ ンティテ ィは 「想像力」
に よって形成 される ところが大 きい。イ ン ドで も、1991年に経 済開放政 策が開始 されて以 来、映
像 文化状 況が劇 的に変化 し、 同 じような状 況が生 じている。ケー ブル ・テ レビの普 及 によ り、
様 々なチ ャンネルの視聴 が可 能にな り、多 くの人々がイメージの増殖 を経験 しているのだ。 ただ
し、選択肢 が広 がった一方で、特 定の映像 がイ ン ド全体 で受容 される とい う状況 も生 じている。
た とえば、1987～1989年にかけて国営放送 で ドラマ化 された 「ラーマーヤナ」 が、全 国的に 「ヒ
ン ドゥー教徒 で ある こと」の イメー ジを拡 大 させ、 ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リズ ムの活発 化 に繋
がった とい う議論があ る7)。筆者 は、 ヒンディー映画 の中で ゴア を舞台 にした映画 を幾つ か取 り
上げるこ とで、ゴアの表象 の され方の傾 向の一端 を明 らかにで きる と考える。
本節 では二つの映画 を扱 う。一一つ は 「ジ ョッシュJosh(激情)」であ り、 もう一つ は 「ディル ・
チ ャー ター ・ヘ イDilChahtaHai(心が欲す る)」で ある。両 方 ともイ ン ドで主流 を占め るヒ ン
デ ィー語 に よる映画(ハ リウ ッ ドを もじってボ リウ ッ ド映画 と呼ばれる)で ある8)。
西洋 的ゴア:「ジ ョッシュJosh(激情)」の場合
「ジ ョッシュ(激 情)」 は、2000年に公 開されたヒンディー映画である。主演 としてイン ドの トッ
プ俳優 の一人であるシ ャールーク ・カー ンと1994年の ミス ・ワール ドで、現在 はハ リウ ッ ドに も
進 出 しつつある女優 アイシュワ リヤ ・ラーイの二人が出演 しているこ ともあ り、かな りの興行成
績 を収 めた。
主人公 は、双 子の兄 妹マ ックス(シ ャール ーク ・カー ン)と シ ャー リィ(ア イシュ ワリヤ ・
ラーイ)で ある。時代 は、少 し前 の1980年に設定 されている。 マ ックスは、ゴアの町ヴ ァス コの
若者 ギ ャング 「鷹組」 の リーダーであ り、 もう一つのグループ 「蝋組」 と対立 していた。 ゴアに
はヴ ァス コ ・ダ ・ガマ とい う都市 があるが、本 映画中のヴ ァス コは架空 の町である。鷹組 はキ リ
ス ト教徒 で構 成 されてお り、u?組の構 成員 は ヒン ドゥー教徒 である。蝋組 の リーダー、 プラカー
シュはゴア外 か らやって きた人間 として描 かれている。二 つのグループが対立 している只 中、蝋
組 の リーダー、プラカーシュの弟 ラフールがム ンバ イか らやって来る。彼 は町中でマ ックスの妹
シ ャー リィを偶然 見かけて二人は恋に落ちる。物語 は、二つの組 の対 立に加 え、シ ャー リィとラ
154 奈 良 大 学 紀 要 第34号
フールの恋愛 と苦悩 を軸 に進行 してい く。
マ ックス とシャー リィは、その西洋 的 な名 に示 され
る ようにキ リス ト教徒 として設定 され ている。 ゴアの
キリス ト教徒 は、16世紀 にヒンドゥー教 か ら改宗 した時
点で、代 父 の苗字 を取 り、 フラ ンシス コ ・アルメ イダ
やマ リア ・ドソーザ な どのポル トガル名 を名乗 る よう
にな った。映画 にお ける二人の名前 はポル トガル名 と
い うよ りは英 語名 である。脇 役 にはサ ヴィオ といった
ポル トガル名 の登場 人物が 出て くるものの、若者 ギ ャ
ングの一 人の名 もマ イケル とい う英語名 であ り、ポル
トガル的要素 が薄め られている感 がある。
映画 にお ける若者 たちの フ ァッシ ョンは、完全 に西
洋化 され てい る。 これは、近 年の イ ン ド映画 の傾 向で
もあるが、 ヒー ローはジー ンズ にTシ ャツ、 ヒロイ ンは
ミニス カー トとい うのが定番 になって いる。 マ ックス
は、オー トバ イ を乗 り回 し、革 ジ ャンにジー ンズ、頭
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写真1DVD版 「ジ ョッシュ」 の
パ ッケー ジ写真
にはバ ンダナを巻 き、サ ングラス とい う出で立ちである。 ヒロイ ンのシ ャー リィや友 人たち も完
全 に現代 的なフ ァッシ ョンに身を包 んでいる。その一方 で、 マ ックスの恋 人ローザは、 ブラウス
に長 いスカー トでヴ ァイオリンを演奏する というゴアの伝統 的女性 の姿で表現 されている。 また、
ところ どころに神 父や修 道女 が登場 し、キ リス ト教 的ゴアのイメージを喚起 している。
ま とめれば、「ジ ョッシュ」 において表象 されてい るの は、西洋的 なゴアであ る。その中 には、
現代 的な西 洋 とキ リス ト教 の要素 が混ぜ合 わ されている といえる。
休暇を過 ごす場所 としてのゴア:「デ ィル ・チ ャーター ・ヘイDilChahtahai(心が欲す る)」の場合
「デ ィル ・チ ャー ター ・ヘ イ(心 が欲す る)」は、 ム ンバ イで生活す る若者3人 の話 である。 中
心 的キ ャラク ターを演 じるアー ミール ・カー ンは、ボ リウ ッ ドでは屈指 の演技派 である。2001年
に彼 が主演 した 「ラガー ンLagaan」は、ア カデ ミー賞 の外 国映画部 門における最終 ノ ミネー ト
作 品の5本 の中に入った。
映画の物語 は以下 の ように展 開す る。 カ レッジを卒 業 したばか りであ るアカ ッシュ(ア ミー
ル ・カー ン)、サ ミー ル(サ イフ ・アリ ・カー ン)、シ ッダルダ(ア クシ ャイ ・カ ンナ)は 、それ
ぞれに求める愛 の形 が異 なっている。アカ ッシュはガールフ レン ドとの関係 が2週間 も持た ない。
サ ミー ルは、心 の底 か ら愛 し、結婚 で きる恋 人 を捜 し求め るロマ ンチ ス トで ある。画家志望 の
シ ッダルダは、10才以上年上 のインテリア ・デザイナーに恋 をしている。物語 は、 ボンベイとオー
ス トラ リアを舞 台に、3人 が本 当の愛 を探 し当てるまでの軌跡 を追っている。
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写真2DVD版 「デ ィル ・チ ャー ター ・ヘ イ」の
パ ッケージ写真
ために2、
この物語の中で、ゴァは、主人公
3人の絆を示す場所 として登場す
る。カレッジを卒業したすぐ後で休
暇を過ごすために彼 らはムンバイか
らゴアへ と向かう。 日常的な喧騒か
ら逃れ、非日常的時間に入っていく
過程が、映画では車でゴアへと向か
う場面で示されている。映画の主題
歌が流れ、印象に残る場面である。
ゴアのイメージは、主にビーチ
を中心に構成されている。主人公
たちは水着姿でビーチバ レーに興
じ、ジェットボートを乗 り回す。魚
釣 りを楽しみ、ビーチの近 くにある
レス トランで食事 をする。サ ミー
ル、シッダルダとともに高台か ら
眼前に広がる海を眺めている場面
で、アカッシュは、「1年に一度、
1週間はゴアに来るべ きだ」とつ
ぶやく。この場面での海の青さは眩
しい。ゴアでの1週 間を過 ごした
後、彼らはムンバイに再び戻ること
になっていたが、サ ミールは、恋
をしたスイス人女性と一緒に過ごす
3日ゴアに残ると言い出す。その際にアカッシュは 「お前はヒッピーになるのかい」
と冗談を言っている。1960年代にはヨーロッパからのヒッピーの若者たちが数多 くゴアにやって
来て独 自の文化を形成 していた。ヒッピーたちは非 日常を生 きる存在である。ゴアは、あくまで
も人々が特別な時間をすごす場所なのである。ゴアの場面は、「若者向けのおしゃれな映画」 と
して新 しいジャンルを切 り開いたとされる本映画の中でも重要な位置を占めている。物語の後半
の舞台となるオース トラリアのシ ドニーとともに、洗練された休暇を過ごすための場所 としてゴ
アがインド社会で受容 されている一端を垣間見ることができる。
「ジョッシュ」と 「ディル ・チャーター ・ヘイ」に描かれるゴアは、「海」を中心にしていると
いう点では共通点があるものの、強調点が異なっている。それは、前者が主にキリス ト教的ゴア
を強調 し、教会、神父、修道女がたびたび登場 してくるのに対 し、後者にはそれらのイメージが
全 く現れてこないという点に良く現れている。「ディル ・チャーター ・ヘイ」においては、キリ
ス ト教会から全 く離れた 「リゾー ト地 としてのゴア」を満喫している主人公たちの姿が描かれて
いる。この差異は、単に個々の映画で語 られる物語の違いとして片付けられる以上のことを意味
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してい るように思 われ る。 とい うの も、「リゾー ト地 としての ゴア」 のイメー ジは、近年 ゴア政
府 が 目指す もの と重 なってい るか らだ。実際、 ゴア政府は2002年に 「デ ィル ・チ ャー ター ・ヘ イ」
がテ レビ放 映 された ときに、「365日間ずっ と休 暇のための 目的地」 とい うキ ャンペー ンを展 開 し
た。テ レビや新 聞な どのメデ ィアで大 々的にゴアでの休 暇を広告 し、25組のカ ップルをゴアに招
待 する ことに したのであ る[Banerjee2002]。次節 で紹介する イン ド国際映画祭 開催 の際 にゴア
政府 が取 った様 々な戦 略は、このゴア ・イメージ構築 の延 長線上 にある と考え られる。
N.イ ンド国際映画祭という戦略
2004年11月29日か ら12月9日まで、 第35回イン ド国際映画祭がゴア州パナ ジ市 で開催 された。 イ
ン ド国際映画祭(lnternationalFilmFestivalofIndia、以下、IFFI)は、1952年にボ ンベ イ(現
在 のム ンバイ)で 開催 されたのが最初 である。 当初 は コンペ形式 ではな く、 ボ ンベイでの2週 間
の開催の後 にカルカ ッタ、マ ドラス(現 在 のチ ェンナ イ)、デ リーで 同様 に映画が上映 された。
1961年に第二回 目がニューデ リーで開かれた後 、 コンペ形式 が導入 された。 回を重 ねるたびに、
短編 映画や ドキュメ ンタリーな ど新 しい枠組 みが導入 され、映画祭 は拡大 してい くこ とになった
[Shukla2004]o
毎年 、異 なる都市 で行 われていたIFFIの開催地 をゴアに固定す る とい う決定が な されたのは、
2003年の暮れであった。 この決定 に向けて イニシアチ ブを取 ったのは、 当初 はゴア政府 ではな く、
イ ン ド政府であった。正確 には、情報 ・放送省 が理想的 な開催地 としてゴアを選択 したのであ る。
イ ン ドには、 ヒンデ ィー語 のボ リウ ッ ド映画のみな らず、 各州 でそれぞれの言語 に よる映画産業
が発展 している。アー ン ドラ ・プラデーシュ州(テ ルグ語)と ケーララ州(マ ラーヤラム語)は
映画産業 のために十分 なイ ンフラを有 し、IFFIの永久的開催地 としてそれぞれ名乗 りを上 げてい
たに もかか わ らず、 「IFFIをイ ン ドの カ ンヌ映画祭 に したい」 とい う組織 者側の意 向によ り、ゴ
アが優先 された とい う[Collaco2004]。イ ン ド政府の働 きかけを受 け、 ゴア政府は動 き出 し、最
終 的にはIFFI開催 の候補地 として立候補 した。実際 にゴア開催の決定がな される以前 か ら、 イ ン
ド政府側 か らの働 きかけを受 け、 ゴア政府 はIFFIの準備のため に動 き出 していた。ゴアか らの視
察団が2003年5月にカ ンヌを訪 問 し、 映画祭 のノウハ ウを吸収 したのである[Barbosa2004]。
海辺 のカンヌのイメージを元 に、開催地 として選 ばれたのは、 ゴアの中で もパナジ市 であった。
特 にカ ンパ ル地区は、マ ン ドヴ ィ河 の河 口がち ょうどアラ ビア海に注 ぎ込む ところに位置 してお
り、少 し西 に進 む と多数のホテルが林立 する リゾー ト地 である ミラマール ・ビーチに至 る。途 中
には、国際的建築家 チ ャールズ ・コレア設計 のカーラ ・アカデ ミがある。 カーラ ・アカデ ミは、
ゴアの文化 的活動 の中心 であ り、劇場施設 を備 えているのみな らず、演劇 ・音楽学校 で多 くの学
生 が学 んでいる。IFFIの主要会場 として、 カー ラ ・アカデ ミを改装する とともに、新 しい映画館
が旧ゴア医科大学横 に建 設 されるこ とが決定 された。 映画館建設 の費用 は、 ゴア政府 が負担 し、
2億4,920万ル ピー(約6億2,300万円、1ル ピー ニ2.5円として換 算)が 投入 された。映画館 の運
営 は、都市部でマルチプレックス(複 数のスクリー ンを持 つ映画館)を 営むアイノックス(INOX)
に任 され、 ゴア政府は儲けの12%を得 るこ とで合 意 した。 ガラス張 りの概観が非常 に近代 的なア
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イノ ックスは、改装 され、IFFI実行委員会の本部 となった旧 ゴア医科 大学 との間に不 思議 な コン
トラス トを醸 し出す こ とになった。IFFI開催の直前、11月21日には、オール ド ・ゴアで聖フラ ン
シス コ ・ザ ビエルの聖遺体 公 開が始 まる とい うこ ともあ り、 当時 ゴア州首相 であ ったマ ノハ ー
ル ・パ リカールは、国際的な観光都市 として相応 しい ようにパ ナジ市 を完全 に変貌 させ るこ とを
宣 言 し、実際に行動 に移 したのである。
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写真32004年 に新 しく建設 されたアイノックス運営の映画館、左 に見えるのはIFFI実行委員会
の本 部 となった旧ゴア医科大学(2004年ll月筆者撮影)
筆者 は、IFFIが開催 された折 にはゴアに滞在 していた。2004年ll月初旬に3週 間の予 定でゴァ
に調査 に入 った当初 は、パ ナジ市 のバス ・ター ミナル(カ ダ ンバ ・バ スス タン ド)の 改装工事 は
進 んでお らず、オール ド ・ゴアに至 る新 しい国道17号線 のバ イパ ス線 も舗装す るには程遠 い状態
であった。 しかし、ll月29日の開催 日の1週間前 になると、パナジ市 は急速に変化 していった。パ ッ
ト橋 か ら旧ゴア議会 の建物 に至 る道路 の道幅は広 げ られ、バ ス停 ご とに 目印 となるベ ンチが設置
された。パ ナジ市 内の政府 の建物 は新 しく塗 り直され、1週 間で町は完全 に以前 とは異 なる場所
となった。
ゴアで開催 されたIFFIには、数多 くの映画関係者が訪れ、毎 日の ようにその様子 が新 聞やテ レ
ビで報 道 された。オープニ ング ・セ レモニーでは、 イ ン ド映画音楽 の作 曲家 としては現在 第一人
者 であるA.Rラフマー ンの コンサー トが行われた。 また、 ア ミターブ ・バ ッチ ャ ンな どのイ ン ド
映画の人気俳優 たちがゴアを訪れた。10日間の映画祭の問、 アメ リカや ヨーロッパの映画 に加 え、
イラ ン、 イラク、 イス ラエル、 ロシア、 タイ、香 港、な どの各地で製作 された映画が上 映された。
イ ン ド映画特集 では、 ヒンデ ィー語 、ベ ンガル語 、カ ンナダ語 、マラーヤラム語 、マラーテ ィ語
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な ど各 言語 の映画が紹介 された。
このように華々 しく行 われたIFFIであるが、一つ指摘 してお きたい点があ る。それは、 「リゾー
ト地 としてのゴア」 とい う以外 はゴア文化 の表象 がほ とん ど行 われなかった とい う点である。 ゴ
ア州の人口に ヒン ドゥー教徒 が占める割合 が6割 強であるこ とは、本稿 の最初 に述べ た とお りで
ある。ゴアには伝統芸 能 として先住民 であるク ンビの人々の踊 りがあ り、小 中学校 の学芸祭 では
必 ず と言っていいほ ど演 じられている。 しか し、ゴア関連 で開催 されたプログラムは、カーラ ・
アカデ ミで開催 されたゴアの地域 言語 コー ンクニー語 の歌 を中心 としたプログラム 「黄金 のゴァ
BangrallemGoem」のみであった。会期 中にゴアの現 地語 である コー ンクニー語 の作 品で上 映さ
れたのは2本 だった。 もっ と地元の伝統文化 の色 を出すべ きであった という批判の声が 聞かれた。
以上、2004年に開催 されたIFFIにおいて ゴア政府が取 った戦略 を概観 した。一言で まとめれば、
カ ンヌのイン ド版 コピーを作 ることが 目指 された。芸術文化長官ジャヤシュリー ・ラグラマ ンは、
IFFIをゴアで開催す るにあたって以下の ように語 った とい う。「(カンヌ映画祭にやって くる人々
は)3日 間程度 を映画祭で過 ごし、後の3日 間はフランスのリヴィエラに行 く。彼 らはゴアでちょっ
とした休 暇を過 ごすこ とを求めている。だか らこそ、ゴアを(映 画祭 の場所 として)選 択 した。」
ここでは、ポル トガル的ゴアの表象 は後 退 し、グローバ ル時代 に世界 の様 々な場所 に現 れる 「リ
ゾー ト地」 のイメージが強調 されている。
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写真41FFIの主要会場が集 まるマンドヴィ河沿いの道(2004年11月筆者撮影)
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V.お わ りに
以上、本稿ではインド・ゴア州が現代の観光 という文脈においてどのように表象されているの
かを検討 してきた。1961年にポル トガル植民地支配から解放され、インドの一・部 となって以来、
ゴアは観光客から西洋 と東洋の入 り混 じる場所、インドでありながらポル トガル的香 りの残る場
所 としてイメージされてきた。観光産業でも教会や修道院に重点が置かれてきた。 しかし、近年
では 「リゾー ト地としてのゴア」のイメージ構築が進んでいる。その事例 として、インド国際映
画祭(IFFI)の開催の経緯を紹介 した。ムンバイの新聞広告をみると、ゴアへのパ ッケージ ・ッ
アーの広告に溢れており、休暇を過ごすためにゴアへ と向かうインド人観光客の数がますます増
えていることがうかがえる。
このような状況の中、ゴアの人々がどのように自身の文化を 「客体化」 し、再生産していくか
については、更なる検討が必要であろう。ポル トガル植民地支配が終了し、既に40年以上が経っ
たとはいえ、キリス ト教徒の年配者の問には、ポル トガル時代へのノスタルジアの感覚を今も見
出すことができる。また、ゴアにはポル トガル時代以前 に建築 されたヒンドゥー寺院が数多 く
残っており、それらを観光資源 として積極的に組みこもうという動 きもある。更に、リゾー ト開
発に伴 う自然破壊を批判するNGOが、エコ ・ツーリズムを熱心に提唱するという流れもある。ゴ
アの観光 といっても、本稿で検討 したゴア政府以外に様 々な立場があり、それぞれの人々が自身
のゴア ・イメージを持っているといえる。それらが重層的に重なり合い、文化が再生産される過
程を詳細に見ていく必要があるだろう。
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注
1)http://www.charterflights.co.uk/且ights/india/goa/を参 照(2005年9月15日)。
2)「文化 の客 体 化 」 につ い て は、[太 田1993b]を参 照 。 これ は 、 文化 を 自分 た ちが操 作 可 能 な もの と して考
え 、文 化 を 生 産 す る過 程 に 関 わ る こ とで 自分 の 文 化 を再 認 識 し て い く行 為 で あ る。 人 類 学 者 が 調 査 の対
象 と して きた 現 地 の 人 々 自 身 が、 い か に して 文 化 を再 生 産 し、 語 っ て い くの か 、 に 関 す る理 論 的 問題 に
つ い て は 、 太 田[1993a;1998]を参 照 。 観 光 と い う文 脈 に 特 化 した研 究 の 代 表 的 な もの と して[山 下
1996;1999]、[橋本1999]を挙 げ る こ とが で きる 。
3)メ ア リー ・ル イ ー ズ ・プ ラ ッ トに よれ ば、 「コ ン タ ク ト ・ゾー ン」 とは 、植 民 地 的運 遁 が起 こ る 空 間 で あ
る 。 こ れ は 、 「地 理 的、 歴 史 的 に分 離 さ れ て い た民 族 が互 い に継 続 的 関係 を持 つ よ う に な る空 間 で あ り、
大 抵 は強 制 、 徹 底 的 な不 平 等 、 解 決 の 難 しい争 い とい っ た状 況 が 関 わ っ て くる」[Pratt1992:6-7]。プ
ラ ッ トは、 「コ ン タク ト(接 触)」 の 用 語 を言 語 学 か ら借 用 して い る 。 「接 触 言 語contactlanguage」とは、
異 な る 母 語 を話 す 人 々同 士 が 交 易 な どの 都合 で 継 続 的 に接 触 す る こ とで 自然 発 生 的 に 生 じ る新 し い言 語
の こ とで あ る。 た とえ ば、 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア で話 さ れ て い る ピ ジ ン英 語 も接 触 言 語 の一 つ で あ る。
4)前 回 の 公 開 は、2004年ll月21日～2005年1月2日 ま で 行 わ れ た 。 ザ ビエ ル は、 布 教 の た め に中 国本 土 へ
と向 か う途 中 、1552年に上 川 島で 死 去 した 。彼 の 遺 体 は そ の 地 に一 旦 埋 葬 され る が 、 翌 年 マ ラ ッ カ に運
ば れ 、 丁重 に 葬 られ た。 しか し、1553年に墓 は再 び 掘 り返 され 、 ゴ ア に再 埋 葬 され た 。 ザ ビエ ルが 死 去
した12月3日 は、 彼 の祭 日 とな っ て お り、 毎 年 多 くの 人 々 が オ ー ル ド ・ゴ ア を巡 礼 に訪 れ る。
5)詳 し くは金 七[2003]を参 照 の こ と。
6)こ れ 以 前 に も、 メデ ィ ア と南 ア ジ ア に お け る 宗 教 の 変 容 に関 す るバ ッブ とワ ドレイ 編 集 の 論 集 が 出版 さ
れ て お り、 イ メ ー ジ の 問題 を扱 っ て い る[BabbandWadleyl995]。
7)た とえ ば 、[Rajagopal2001]の議 論 を参 照 。
8)イ ン ドの 映 画産 業 と映 画 史 に 関 して は 、[杉本2002]が詳 しい 。
Summary
Inthisarticle,Iexaminehowtheimageconstructionofaplaceandtourismstrategiesarerelatedinthe
stateofGoa,India.TourismhasbeenregardedasanimportantfinancialresourceinGoasinceitsliberation
fromPortugalin1961.GoantourismhasemphasiseditsownWesternimages,arisingfromthechurchesand
monasteriesofPortugueseheritage.However,Goangovernmentrecentlyseemstohavechangedits
strategies.InadditiontoPortugueseheritage,itstartedtofocuson"Goaasagoodresort".Thestructureof
thisarticleisasfollows.First,Itrytoclarifythesixteenth-centuryrepresentationsofGoabyexaminingthe
writingsofEuropeantravellers.Secondly,ImoveontotheanalysisofthedescriptionofGoaintwoIndian
films.Intheend,IgiveanaccountofhowGoahostedthe35thInternationalFilmFestivalofIndia(IFFI)
in2004.GoangovernmentattemptedtoorganisethefilmfestivalasIndianversionofCannes.Bydoingthis,
Iwouldliketoshedlightonsomeaspectsoftheproductionofculturetoday.
